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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第61期

第３四半期連結
累計期間

第62期
第３四半期連結
累計期間

第61期
第３四半期連結
会計期間

第62期
第３四半期連結
会計期間

第61期

会計期間

自  平成21年
      ７月１日
至  平成22年
      ３月31日

自  平成22年
      ７月１日
至  平成23年
      ３月31日

自  平成22年
      １月１日
至  平成22年
      ３月31日

自  平成23年
      １月１日
至  平成23年
      ３月31日

自  平成21年
    　７月１日
至  平成22年
      ６月30日

売上高 (千円) 44,944,85747,130,64317,122,80716,582,01458,863,158

経常利益 (千円) 469,639 538,303 378,647 261,090 461,869

四半期(当期)純利益 (千円) 243,268 297,432 208,130 141,520 223,958

純資産額 (千円) ― ― 1,820,4052,016,0601,764,543

総資産額 (千円) ― ― 23,226,12424,121,41619,501,497

１株当たり純資産額 (円) ― ― 324.43 359.31 314.48

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 43.36 53.01 37.09 25.22 39.91

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 7.8 8.4 9.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 580,768 207,229 ― ― 1,178,730

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △118,455△54,794 ― ― △124,191

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,657,8652,274,137 ― ― △367,079

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 4,528,5435,522,3983,095,826

従業員数 (名) ― ― 667 707 698

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

３　第61期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

第61期第３四半期連結累計期間、第61期第３四半期連結会計期間、第62期第３四半期連結累計期間及び第62期

第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社カワニシホールディングス(E02928)

四半期報告書

 2/26



　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、「３　関係会社の状況」に記載のとおりであります。

　

３ 【関係会社の状況】

平成23年１月１日をもって、株式会社カワニシ（連結子会社）と株式会社メドテクニカ（連結子会社）

は、株式会社カワニシを存続会社とする吸収合併方式により合併しております。

　
４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年３月31日現在

従業員数(名) 707

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２　臨時従業員数については、従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年３月31日現在

従業員数(名) 18

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２　臨時従業員数については、従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

医療器材事業 12,688,676 99.2

ライフサイエンス事業 1,263,597 92.2

ＳＰＤ事業 900,926 104.8

その他 76,862 96.7

合計 14,930,063 98.8

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。
２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

医療器材事業 13,419,850 97.7

ライフサイエンス事業 1,362,990 85.9

ＳＰＤ事業 1,626,266 99.1

その他 172,908 104.6

合計 16,582,014 96.8

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

         総販売実績に対する販売割合が10％以上の相手先はありません。　　　　　

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。　

なお、当社は、平成23年５月10日開催の取締役会において、平成22年11月９日に締結したサンセイ医機株

式会社の全株式取得に向けた基本合意書について、日程を変更することを決議し同日付で変更合意書を締

結いたしました。詳細は、第５ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（重要な後発事象）に記載の

とおりであります。 

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び当社の関係会

EDINET提出書類

株式会社カワニシホールディングス(E02928)

四半期報告書

 4/26



社)が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

〈医療器材事業〉

　手術関連消耗品は、引き続き高い成長を継続しております。急性期大病院をターゲットとし、積極的な拡

販活動により、特に兵庫及び四国エリアで商権獲得が進みました。その結果、同エリアの売上高は前年同

期比で10％超の増収となり、手術関連消耗品の売上高は前年同期比111.4％となりました。

　整形外科関連商品は、新規顧客獲得の他、これまでの営業活動の成果が結実し、売上高は前年同期比

101.8％となり、償還価格下落の影響を上回りました。特に兵庫の売上高は、前年同期比で10％超の伸びと

なりました。

　循環器関連商品は、大型設備機器を販売した他、不整脈治療関連商品の売上が伸びました。しかし、大幅

な償還価格下落の影響分を全て補うには至らず、前年同期比84.4％となりました。

　その結果、売上高140億40百万円（前年同期比　2.5％減）、営業利益２億40百万円（前年同期比　26.5％

減）となりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

〈ライフサイエンス事業〉

　顧客の購買窓口の統一等による競争激化による販売単価の低下や、インフルエンザの検査キットの減少

等から、診断薬領域の売上高は前年同期比102.8％にとどまりました。

　また、基礎研究領域の売上高は、昨年度の補正予算に匹敵する予算執行がなかったため、その反動から前

年同期比77.2％となりました。

　利益面では、仕入価格の改善に努めた結果、売上総利益率並びに売上総利益額は増加しましたが、販売費

及び一般管理費の伸びがそれを上回りました。

　その結果、売上高13億69百万円（前年同期比　14.0％減）、営業利益34百万円（前年同期比　23.8％減）

となりました。

　
〈ＳＰＤ事業〉

　既存の受託先における運用は順調であり、売上高は概ね当初の予定通り推移しております。しかし、本年

４月に新規稼動した３施設に対して導入に係る費用が先行して発生したため、営業利益が減少しました。

その結果、売上高16億57百万円（前年同期比　1.1％減）、営業利益５百万円（前年同期比　81.6％減）と

なりました。

　
〈その他〉

　在宅ベッドの新規レンタル契約が順調に増加しました。その結果、売上高１億72百万円（前年同期比　

4.7％増）、営業利益18百万円（前年同期比　62.1％増）となりました。

　
以上の結果、当第３四半期の連結売上高は165億82百万円（前年同期比　3.2％減）、連結経常利益は２

億61百万円（前年同期比　31.0％減）、連結四半期純利益は１億41百万円（前年同期比　32.0％減）とな

りました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は241億21百万円となり、前連結会計年度末と比べ46億19百万円

の増加となりました。主な要因は、現金及び預金が23億51百万円、受取手形及び売掛金が19億16百万円、商

品が２億61百万円増加したことによるものであります。

また、負債は221億５百万円となり、前連結会計年度末と比べ43億68百万円の増加となりました。主な要

因は、支払手形及び買掛金が22億46百万円、短期借入金が24億40百万円増加した一方で、未払法人税等が

１億53百万円、長期借入金が84百万円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産は20億16百万円となり、前連結会計年度末と比べ、２億51百万円増加いたしました。主な要因は、

四半期純利益により２億97百万円増加した一方で、配当金により56百万円減少したことによるものであ

ります。

この結果、自己資本比率は、8.4％となりました。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)の残高は前連結会計

年度末に比べ24億26百万円増加し、55億22百万円となりました。なお、当第３四半期連結会計期間におけ

る各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は、２億66百万円（前年同四半期　10億27百万円の増加）となりました。

主な要因は、税金等調整前四半期純利益により２億61百万円、仕入債務の増加により８億33百万円そ

れぞれ増加した一方で、売上債権の増加により６億67百万円、たな卸資産の増加により１億２百万円、

法人税等の支払額により61百万円それぞれ減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は、38百万円（前年同四半期　31百万円の減少）となりました。

主な要因は、定期預金払戻により29百万円増加した一方で、有形固定資産の取得により49百万円、無

形固定資産の取得により13百万円それぞれ減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の増加は、20億39百万円（前年同四半期　６億82百万円の増加）となりました。

主な要因は、短期借入金が21億35百万円増加した一方で、長期借入金が86百万円減少したことによる

ものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末において、計画中又は実施中の重要な設備の新設、除却等はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年５月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,250,000 6,250,000
東京証券取引所
(市場第二部)

株主としての権利内容に制限
のない標準となる株式
１単元の株式数　100株

計 6,250,000 6,250,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年１月１日～
平成23年３月31日

― 6,250,000 ― 607,750 ― 343,750

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年12月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成22年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 639,000

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式　

5,609,700
　

56,097 ―

単元未満株式 普通株式 1,300
　

― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 6,250,000 ― ―

総株主の議決権 ― 56,097 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式数には、証券保管振替機構名義の失念株式1,000株（議決権10　　

個）が含まれております。

２　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己保有株式が次のとおり含まれております。

　　自己保有株式　82株

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社カワニシ
ホールディングス

岡山県岡山市北区今1-4-31 639,000 - 639,000 10.23

計 ― 639,000 - 639,000 10.23

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

平成23年
１月 ２月 ３月

最高(円) 895 861 770 795 748 730 747 745 800

最低(円) 704 665 704 726 700 666 674 675 660

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年７月１日から平成22年３月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成23年１月１日から平成23年３月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年７月１日から平成23年３月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成22年１月１

日から平成22年３月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年７月１日から平成22年３月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第３四半期連

結会計期間(平成23年１月１日から平成23年３月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年７月

１日から平成23年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、あけぼの監査法人により四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,662,848 3,311,750

受取手形及び売掛金 11,694,135 9,777,817

商品 2,756,679 2,495,193

その他 ※１
 655,805

※１
 497,775

流動資産合計 20,769,469 16,082,536

固定資産

有形固定資産 ※２
 2,268,055

※２
 2,292,105

無形固定資産

のれん 219,530 253,672

その他 138,427 122,213

無形固定資産合計 357,957 375,885

投資その他の資産 ※１
 725,934

※１
 750,969

固定資産合計 3,351,947 3,418,960

資産合計 24,121,416 19,501,497

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,399,152 13,152,867

短期借入金 4,594,102 2,153,592

未払法人税等 79,156 232,646

その他 650,072 766,466

流動負債合計 20,722,483 16,305,572

固定負債

長期借入金 656,825 740,879

退職給付引当金 94,334 101,055

役員退職慰労引当金 541,435 516,576

その他 90,277 72,869

固定負債合計 1,382,872 1,431,380

負債合計 22,105,355 17,736,953

純資産の部

株主資本

資本金 607,750 607,750

資本剰余金 343,750 343,750

利益剰余金 1,853,664 1,612,341

自己株式 △834,099 △833,984

株主資本合計 1,971,064 1,729,857

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 44,996 34,686

評価・換算差額等合計 44,996 34,686

純資産合計 2,016,060 1,764,543

負債純資産合計 24,121,416 19,501,497
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成23年３月31日)

売上高 44,944,857 47,130,643

売上原価 40,210,815 42,129,531

売上総利益 4,734,042 5,001,112

販売費及び一般管理費 ※１
 4,239,861

※１
 4,441,612

営業利益 494,180 559,500

営業外収益

受取利息 1,725 1,370

受取配当金 1,562 1,571

受取手数料 3,631 －

持分法による投資利益 899 168

その他 9,465 12,506

営業外収益合計 17,284 15,617

営業外費用

支払利息 40,173 34,669

その他 1,652 2,145

営業外費用合計 41,825 36,814

経常利益 469,639 538,303

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 4,656

投資有価証券売却益 1,360 －

特別利益合計 1,360 4,656

特別損失

有形固定資産除却損 1,480 2,244

投資有価証券評価損 1,200 －

特別損失合計 2,680 2,244

税金等調整前四半期純利益 468,319 540,715

法人税、住民税及び事業税 188,914 148,510

法人税等調整額 36,136 94,771

法人税等合計 225,051 243,282

少数株主損益調整前四半期純利益 － 297,432

四半期純利益 243,268 297,432
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年３月31日)

売上高 17,122,807 16,582,014

売上原価 15,326,852 14,828,086

売上総利益 1,795,955 1,753,928

販売費及び一般管理費 ※１
 1,408,427

※１
 1,485,805

営業利益 387,527 268,122

営業外収益

受取利息 431 348

受取手数料 1,270 1,188

持分法による投資利益 293 188

その他 3,470 2,513

営業外収益合計 5,466 4,238

営業外費用

支払利息 13,608 11,113

その他 737 157

営業外費用合計 14,346 11,270

経常利益 378,647 261,090

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 484

特別利益合計 － 484

特別損失

有形固定資産除却損 297 1

投資有価証券評価損 1,200 －

特別損失合計 1,497 1

税金等調整前四半期純利益 377,150 261,573

法人税、住民税及び事業税 141,133 107,788

法人税等調整額 27,885 12,263

法人税等合計 169,019 120,052

少数株主損益調整前四半期純利益 － 141,520

四半期純利益 208,130 141,520
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 468,319 540,715

減価償却費 168,579 157,632

のれん償却額 30,249 34,142

貸倒引当金の増減額（△は減少） △22,221 △4,656

受取利息及び受取配当金 △3,288 △2,942

支払利息 40,173 34,669

持分法による投資損益（△は益） △899 △168

有形固定資産除却損 1,480 2,244

投資有価証券売却損益（△は益） △1,360 －

投資有価証券評価損益（△は益） 1,200 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,964,290 △1,916,317

たな卸資産の増減額（△は増加） △22,206 △261,486

仕入債務の増減額（△は減少） 2,032,726 2,246,285

その他 32,177 △280,062

小計 760,639 550,055

利息及び配当金の受取額 3,309 2,947

利息の支払額 △39,127 △37,615

法人税等の支払額 △181,738 △308,258

法人税等の還付額 37,684 100

営業活動によるキャッシュ・フロー 580,768 207,229

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 65,400 93,473

定期預金の預入による支出 △32,850 △17,990

有形固定資産の取得による支出 △116,999 △85,009

有形固定資産の売却による収入 － 8,363

無形固定資産の取得による支出 △25,380 △51,785

投資有価証券の取得による支出 △2,394 △2,430

投資有価証券の売却による収入 4,475 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△11,271 －

その他 565 583

投資活動によるキャッシュ・フロー △118,455 △54,794

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 43,660,000 41,324,000

短期借入金の返済による支出 △41,773,000 △38,721,000

長期借入れによる収入 200,000 －

長期借入金の返済による支出 △351,985 △246,544

自己株式の取得による支出 － △115

配当金の支払額 △56,048 △55,975

その他 △21,101 △26,227

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,657,865 2,274,137

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,120,177 2,426,572

現金及び現金同等物の期首残高 2,408,366 3,095,826

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,528,543

※1
 5,522,398
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】
　

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成23年３月31日)

会計処理基準に関する事項の変

更

(1)「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会
計基準第18号  平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の
適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20年３月31日)を適用してお
ります。

なお、これによる損益に与える影響はありません。

(2)「企業結合に関する会計基準」等の適用
第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計

基準第21号 平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業
会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基準」の
一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関す
る会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する
会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及び「企業結
合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用
指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。

　

【表示方法の変更】
　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日　至　平成23年３月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用
語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適
用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
前第３四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました「受取手数料」は、営業外収益の100分の20以

下となったため、当第３四半期連結累計期間では営業外収益の「その他」に含めております。なお、当第３四半
期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取手数料」は、2,725千円です。

　
当第３四半期連結会計期間

(自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用
語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適
用により、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】
　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年７月１日  至  平成23年３月31日)

１  一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に
算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度
末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２  棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものにつ
いてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっており
ます。

３  固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却
費の額を期間按分して算定する方法によっております。

４  法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控
除項目を重要なものに限定する方法によっております。
　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降
に経営環境等、及び一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認め
られるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタッ
クス・プランニングを利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年７月１日　至　平成23年３月31日)

該当事項はありません。

　
　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末
(平成22年６月30日)

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　 流動資産　　　　　　　 　　　　　56,855千円
　　 投資その他の資産　　　　　　　 　41,049千円

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　 流動資産　　　　　　　　　　　　 48,287千円
　　 投資その他の資産　　　　　　　　 54,272千円

※２ 有形固定資産の減価償却累計額  1,513,850千円※２ 有形固定資産の減価償却累計額  1,432,133千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成23年３月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 1,723,721千円

退職給付費用 98,127千円

役員退職慰労引当金繰入額 36,147千円

貸倒引当金繰入額 7,668千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 1,817,341千円

退職給付費用 105,893千円

役員退職慰労引当金繰入額 37,858千円

　 　

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 573,478千円

退職給付費用 32,573千円

役員退職慰労引当金繰入額 12,057千円

貸倒引当金繰入額 594千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 601,786千円

退職給付費用 34,913千円

役員退職慰労引当金繰入額 12,311千円

　 　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成23年３月31日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,769,587千円

計 4,769,587千円

預入期間が３か月超の定期預金 △241,043千円

現金及び現金同等物 4,528,543千円

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 5,662,848千円

計 5,662,848千円

預入期間が３か月超の定期預金 △140,450千円

現金及び現金同等物 5,522,398千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成23年３月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年７月１日 

至  平成23年３月31日)

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 6,250,000

　

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 639,126

　

３．新株予約権の四半期連結会計期間末残高等

該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年９月22日
定時株主総会

普通株式 56,110 10.00平成22年６月30日 平成22年９月24日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５．株主資本の著しい変動

前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)

　
医療器材
事業
(千円)

ライフサイ
エンス事業
（千円）

ＳＰＤ事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

13,730,2891,586,9221,640,347165,24717,122,807― 17,122,807

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

670,5346,011 35,684 15 712,245(712,245)―

計 14,400,8231,592,9331,676,032165,26217,835,052(712,245)17,122,807

営業利益 326,85744,67629,57411,113412,221(24,694)387,527

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

 (1) 医療器材事業……………医療器材販売

 (2) ライフサイエンス事業…試薬・検査薬及び理化学・分析機器の販売

 (3) ＳＰＤ事業………………物品・情報管理及び購買管理業務

 (4) その他事業………………在宅介護用ベッド・用品の販売・レンタル

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年７月１日  至  平成22年３月31日)

　
医療器材
事業
(千円)

ライフサイ
エンス事業
（千円）

ＳＰＤ事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　  対する売上高

36,050,3133,700,4334,734,858459,25144,944,857― 44,944,857

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

1,865,58249,37995,987 1202,011,070(2,011,070)―

計 37,915,8963,749,8124,830,846459,37246,955,927(2,011,070)44,944,857

営業利益 440,29438,29264,03134,456577,074(82,894)494,180

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

 (1) 医療器材事業……………医療器材販売

 (2) ライフサイエンス事業…試薬・検査薬及び理化学・分析機器の販売

 (3) ＳＰＤ事業………………物品・情報管理及び購買管理業務

 (4) その他事業………………在宅介護用ベッド・用品の販売・レンタル
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年７月１日  至  平成22年３月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)

海外売上高がないため該当事項はありません。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年７月１日  至  平成22年３月31日)

海外売上高がないため該当事項はありません。

　

【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社及び連結子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。

当社は、取り扱う製品・サービス別に包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

従って、当社は製品・サービスの類似性を基礎としたセグメントから構成されており、「医療器材事

業」、「ライフサイエンス事業」、「ＳＰＤ事業」の３つを報告セグメントとしております。「医療器材

事業」は、医療器材の販売を行っております。「ライフサイエンス事業」は、試薬・検査薬及び理化学・

分析機器の販売を行っております。「ＳＰＤ事業」は、医療機関等の物品・情報管理及び購買管理業務を

行っております。
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２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年７月１日  至  平成23年３月31日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額医療器材

事業
ライフサイ
エンス事業

ＳＰＤ事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への
売上高

38,431,9593,407,1384,776,19046,615,289515,35447,130,643― 47,130,643

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

1,780,96116,80293,2191,890,9842131,891,198△1,891,198―

計 40,212,9203,423,9414,869,41048,506,273515,56849,021,842△1,891,19847,130,643

セグメント利益 560,11925,85828,116614,09433,447647,542△88,041559,500

　(注)１「その他」の区分は報告用セグメントに含まれない事業セグメントであり、在宅介護用ベッド・用品の販売・

レンタルを行っております。

　　　２ セグメント利益の調整額△88,041千円には、セグメント間取引消去1,128千円、各報告セグメントに配分しない全

社費用△89,170千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない親会社の管理部門費

であります。

 ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年３月31日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額医療器材

事業
ライフサイ
エンス事業

ＳＰＤ事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への
売上高

13,419,8501,362,9901,626,26616,409,106172,90816,582,014― 16,582,014

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

620,9636,28631,156658,40691 658,498△658,498 ―

計 14,040,8131,369,2771,657,42217,067,513172,99917,240,513△658,49816,582,014

セグメント利益 240,25934,0655,454279,77918,009297,789△29,666268,122

　(注)１「その他」の区分は報告用セグメントに含まれない事業セグメントであり、在宅介護用ベッド・用品の販売・

レンタルを行っております。

　　　２ セグメント利益の調整額△29,666千円には、セグメント間取引消去△76千円、各報告セグメントに配分しない全

社費用△29,589千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない親会社の管理部門費

であります。

 ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

３　報告セグメントの変更に関する事項

該当事項はありません。

　

４  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動が認められないため、記載を省略しております。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動が認められないため、記載を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動が認められないため、記載を省略しております。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

当社及び連結子会社は、賃貸借契約に基づき使用する事務所等について、退去時における原状回復に

係る債務を有しておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、現在のところ移

転等も予定されてないことから、資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのため、当該

債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。

また、当社は一部の事務所等において土地に係る定期借地権契約を結んでおり、退去時における原状

回復に係る債務を有しておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、現在のと

ころ移転等も予定されてないことから、資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのた

め、当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。

　

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末
(平成22年６月30日)

　 　

　 359円31銭
　

　 　

　 314円48銭
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末
(平成22年６月30日)

純資産の部の合計額(千円) 2,016,060 1,764,543

普通株式に係る純資産額(千円) 2,016,060 1,764,543

差額の主な内訳(千円) － －

普通株式の発行済株式数(株) 6,250,000 6,250,000

普通株式の自己株式数(株) 639,126 638,980

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数
(株) 5,610,874 5,611,020

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成23年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 43円36銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 53円01銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成22年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成23年３月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 243,268 297,432

普通株式に係る四半期純利益(千円) 243,268 297,432

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 5,611,020 5,610,933
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第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 37円９銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 25円22銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 208,130 141,520

普通株式に係る四半期純利益(千円) 208,130 141,520

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 5,611,020 5,610,907

　
(重要な後発事象)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日)

サンセイ医機株式会社の株式の取得（子会社化）に関する日程の変更について
　当社は、平成23年５月10日開催の取締役会において、以下のとおり、平成22年11月９日に締結したサンセイ医機株
式会社の全株式取得に向けた基本合意に関して、日程について変更することを決議いたしました
・日程変更の理由
　当社は、サンセイ医機株式会社の全株式取得に向けた基本合意（平成22年11月９日締結）に基づき、同社株主と
協議を進めてまいりましたが、平成23年３月11日に発生した東日本大震災後の同社及び被災地の復興状況を見定
めるため、暫くの期間を要すると判断いたしました。従いまして、平成22年11月９日に発表した株券引渡しまでの
日程を変更いたします。
 
取締役会決議 平成23年５月10日

株式譲渡に関する基本合意書の変更合意書締結 平成23年５月10日

デューデリジェンス開始 未定

公正取引委員会への事前届出 未定

取締役会決議 未定

株式譲渡契約締結日 未定

株券引渡期日 未定

　

(リース取引関係)

リース取引開始日が平成20年６月30日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間の末日にお

けるリース取引残高は前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められないため、記載を省略

しております。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年５月11日

株式会社カワニシホールディングス

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    北    本    　    敏    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    西    田    順    一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社カワニシホールディングスの平成21年７月１日から平成22年６月30日までの連結会計年度の第３四半期

連結会計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年７月１

日から平成22年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸

表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明

することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワニシホールディングス及び連結

子会社の平成22年３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期

連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年５月11日

株式会社カワニシホールディングス

取締役会  御中

　

あけぼの監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    三    瓶    勝    一    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    東    本    浩    史    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社カワニシホールディングスの平成22年７月１日から平成23年６月30日までの連結会計年度の第３四半期

連結会計期間(平成23年１月１日から平成23年３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年７月１

日から平成23年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸

表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明

することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワニシホールディングス及び連結

子会社の平成23年３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期

連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報　

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成23年５月10日開催の取締役会において、サンセイ医機

株式会社の全株式取得に向けた基本合意に関して、日程について変更することを決議している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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